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Newsletter　2020 年 3 月 1 日号

吹田市立
市民公益活動センター

出会う→集う→育てる→実る

「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で

吹田市をより良いまちにするため、これらの活動を支援しています。

編　集

ノート

THE ラコルタの取り組みを紹介！

私たちが暮らす

地域や社会の事を

他人事ではなく自分事にする。

そういった“ソーシャルな生き方”の

魅力をお伝えします。

<発行責任者 >　柳瀨真佐子　

<編集スタッフ >

有光翼 ・茨木由美 ・入江陽子 ・

春貴勇力 ・森戸秀次 ・矢野眞里加

　( 五十音順）

https://su ita-kouek i .org
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吹田市制施行８０周年特設サイト
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高
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史
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し
た
。
朝
鮮
戦
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や
吹
田
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場
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ら
の
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需
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輸
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に
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対
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一
九
五
二
年
に
起
こ
っ
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吹

田
事
件
」を
知
り
、
跡
地
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大
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に
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戦
後
史
と
の
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会
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吹
田
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良
さ
と
は

周
年
事
業
に
携
わ
り
、
吹
田
の
良
さ

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
け
ば
良
い
か
、

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
住
む
な

ら
吹
田
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
良
い
環

境
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整
っ
て
い
ま
す
が
、そ
こ
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至
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で
に
、
様
々
な
市
民
の
思
い
や
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れ
に

応
え
る
行
政
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姿
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あ
っ
た
と
思
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す
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単
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去
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き
て
き
た
人
た
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せ
る
こ
と
で
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ち
へ
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ま
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し
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か
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ま
ち
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へ
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も
が
自
由
に
意
見
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出
せ
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、
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映
さ
れ
て
い
く
の
が
良
い
ま
ち
の
条
件

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、
一
人
の
気
づ

き
や
意
見
が
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ

る
た
め
に
は
、み
ん
な
で
話
し
合
う
機

会
を
持
っ
た
り
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
に

な
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
地
域
の
繋
が
り
が
希
薄
化

す
る
中
で
、
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

生
ま
れ
る
き
っ
か
け
を
、
吹
田
の
ま
ち
で

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最近よく耳にする公共空間の魅力づくり「プレイスメ

イキング」をキーワードに、公園や広場などの公共空間

の使い方を市民の視点から考えました。周辺市の事例紹

介の後、南千里駅前の“ まるたす広場 ”を題材にして意

見交換をし、「カマクラを作りたい」「紙芝居コーナー」

「鉄道模型を走らせる」など面白いアイデアも出ました。

人の数だけ発想があり、市民と行政が協働で公共空間の

使い方を考える良いきっかけとなりました。

●開催日：12月15日(日)

●開催日：2月8日(土)

VOL .30

市民の交流が生まれる場にしよう！

吹田市制施行８０周年
プロジェクト会議 公募委員
吹田市出身・在住。80周年を機
に、市民として何か協力したい
と思い、委員に応募。市民参加
部会のメンバーとして、イベン
トの企画や歴史の調査を担当。

https://www.suita80th.jp/

自分にあった
ボランティア

見つけよう ！

やってみたい！の声に
お応えします！

「ボランティア・NPO 初歩講座」「ぷちボラ」のお申込み・お問い合わせはラコルタまで

体験学 ぷちボラ初歩講座 単発！
短時間！

ボランティア・
NPO

興味がある方、活動はしているが

もっと理解を深めたい方など。

「出前講座」も承ります。お気軽に！

●毎月開催！●定員 10 名

働きざかりの方や家事・勉学に忙しい方など

週末や余暇の新しい過ごし方として。

初心者の方でも気軽に参加できます！

(例)お弁当作り・喫茶・竹林整備など

ぶ

○表紙：「Be Social」第15回・福田 耕さん
○中面：特集 /障がい者スポーツを通して考える
　　　　　　　誰もが暮らしやすい社会
○うら：ラコルタの取り組み、講座・イベント

第15回 福田　耕さん

こうふ く だ

「令和」に改元する全ての儀式が終わり、名実ともに新しい時代の幕開けです。喜ば

しいことに、〈ニュースレター〉は今号で 30 号を迎え、カラー版になって 15 回目。

トップページの〈Be Social〉にご登場いただいた方々は、各界で活躍の方々ばかり

です。自分らしく生きる視点を紹介されています。自分づくりは自分で作り上げる

もの。これからも自分に磨きをかけて、頑張っていきます ! ( 森戸 )

※費用が明示されていない
　　イベントは無料。
※申込期限の記載がなけれ
　　ば前日まで。

お申込み･

お問い合わせは

ラコルタまで

Eメール：
info@suita-koueki.org 　

4 月 21 日 (火 )

●とき：10:00～16:00
　　　(19日は15:00まで)　　

●主催：和(なごみ) 
　共催：ラコルタ

どなたでもご参加ください！ ラコルタの講座・イベント

TEL：06-6155-3167 　

FAX：06-6833-9851　

●定員：各先着10名

いけばな展
吹田市の補助金制度につい
て説明します。終了後、個別
相談も可能です。
（要申込、1団体15分まで）

一輪挿し体験もあります。
（1回200円）

4 月 2 日（木） 4 月 18 日（土）
4 月 19 日（日）

●とき：19:00～20:30
●定員：先着20名

吹田市市民公益活動の

ボランティア･NPO

初歩講座
ボランティアに興味がある、
NPOについて知りたい方など。

19:00～20:30

5 月 20 日 (水 )
10:30～12:00

自治会などの新人役員や、これから役員を担う方に

向けて、組織運営について学ぶ講座を開催しました。

講座では、役員決めや会議の進行で生じる問題を事例

として取り上げ、参加者に対応策を検討してもらうグ

ループワークを行いました。参加者からは「分かりや

すく説明していただき、良い機会になりました」「基

本のおさらいができて良かった」などの感想をいただ

きました。なお、講座で使用したテキスト「地域自治

組織運営トリセツ」は、ラコルタのWEBサイトからも

閲覧することが可能です。

テーマカフェ

ステキな公共空間の使い方

普段ラコルタをご利用いただいている団体を対象に

交流会を開催し、15 団体 18 名の方にご参加いただき

ました。当日は、吹田の資源を活かして地域課題を解決

するリソースゲームを体験しながら、団体同士の交流を

深めました。

参加者からは、「ゲームも楽しかったし、いろんな人に

お会い出来た」「参加型の交流会だったので お話だけの

自己紹介よりリラックスして頭を使って良かった」など

の感想をいただきました。

団体交流会

支援補助金説明会

7名の方が参加されました

お知らせ
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、3月末までの事業は中止となりました。
詳しくはラコルタまでお問い合わせください。

お茶菓子を食べながら盛り上がりました

●開催日：12月20日(金)

新人役員のための

地域自治組織入門講座



ラコルタの
特　集

！ここに注目
2020 年 3 月1日号
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障がい者スポーツを通して考える　誰もが暮らしやすい社会 吹田での取り組み紹介

https://suita-boccia.wixsite.com/suita-boccia-club　　吹田ボッチャの会

陸上のカーリング！ボッチャ

行政の取り組みについて

あとがき

吹田市では、障がい者がスポーツ施設を利用する際、体育館は使用料の
5割減額、市民プールは使用料免除の施策をとっています（いずれも、介助
者の使用料は免除）。また、知的障がい者のための軽スポーツ教室、身体障
がい者卓球教室など、スポーツを楽しむきっかけとなる取り組みも行って
います。その他、毎年春に万博記念競技場で、大阪府主催の「大阪府 障が
い者スポーツ大会」、秋には吹田市主催による、障がい者と家族に向けた
「障がい者体育祭」などが開催されています。

スポーツを通して障がい者と交流することで、障がい者や障がい者
スポーツに対して肯定的なイメージを持つようになることが明らかに

なっています。そして障がい者と直接的に関係を持つ機会が多いほど、その変化が促進
されるそうです。（藤田紀昭「障害者スポーツ,パラリンピックおよび障害者に対する意識
に関する研究」同志社スポーツ健康科学,2016 より）

障がいのある人とない人が出会える「接点」を増やす上で、スポーツの持つ力は非常に
大きいです。ご紹介したような取り組みを発展させていくことが、共生社会をつくる一
歩になるのではないでしょうか。

知ってる？障がい者スポーツのいま

障がい者スポーツの総合国際競技大会の種類

国際大会である「パラリンピック」の原点

は、イギリスのある病院にて、第二次世界大

戦で負傷した兵士たちのリハビリとして

アーチェリー大会を開催したことに始まりま

す。当初は社会復帰に向けての「福祉」の観点

で振興が始まりましたが、日本でも厚生労働

省から文部科学省（スポーツ庁）に管轄が移

管されるなど、現在では「競技」として注目を

集めています。

日本では、2011年に「スポーツ基本法」が

施行、2012年・2017年に「スポーツ基本計

画」が策定され、「年齢や性別、障害等を問わ

ず、広く人々が、関心、適性等に応じてスポー

ツに参画することができる環境を整備する

こと」をめざしています。特に、ボランティア

のサポートなしではスポーツが成り立たな

い障がい者スポーツにこそ、その環境整備は

急がれます。

特に大会のようなイベントと違って、日常

的なトレーニング等をサポートするボラン

ティア活動には、関心が集まりにくいだけで

なく、継続がしにくい状況があります。その

ことから、家族や特別支援学校の教員、障が

い者団体のスタッフなど、限られた範囲の関

係者で運営されていることが多く、慢性的な

人材不足を生んでいます。これはアスリート

だけでなく、身近な地域でのスポーツにおい

ても同様で、障がい者が日常的に、そして気

軽にスポーツを楽しめる環境はまだ十分で

はないのです。

認定特定非営利活動法人
スペシャルオリンピックス日本・大阪

https://son-osaka.jp/

↑日本選手権予選会で投球する清水会長（写真中央）

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
活
動

吹田ボッチャの会は、障害者支援交流センター「あいほうぷ吹田」の利用者と職

員によって2013年に発足しました。「あいほうぷ吹田」は、重度障がい者の自立

と社会参加の支援を目的とした生活介護事業や、市民相互の交流の場として、施

設の一般開放も行っています。重度障がい者が通う施設として、市民と交流を図

るために何ができるのか考えた結果、取り入れたのがボッチャでした。

現在では、西山田小学校を活動拠点に加え、練習会の開催や、小学校や高齢者

が集まるサロンなどで体験会を実施し、ボッチャの普及に取り組んでいます。

会長の清水博之さんは、ボッチャの

選手としても活躍しています。「大会

出場に向けての目標があることで、

ボッチャを始めてから元気が出た」と

笑顔で語ってくれました。また、事務

局長で、理学療法士でもある松田忠

司さんは、「リハビリとしての効果

や、地域での取り組みとしてボッチャ

がもたらす影響について、発信して

いきたい」とのことでした。

ボッチャは、1984年からパラリンピックの正式競技として行われており、前大

会では日本チームが銀メダルを獲得しました。重度の脳性まひ者や同程度の重

度障がいが四肢にある人のために考案されたヨーロッパ生まれのスポーツです

が、日本では障がいの程度に関係なく参加できる大会も開催されています。

使用する用具は、白・赤・青のボールと、投げられない人が使用する勾配具のみ

です。的となる白いボールに、いかに近づけるかを競います。カーリングと似た

ルールですが、的を弾いて移動させることもでき、様々な戦術を駆使して行う頭

脳戦と言われています。

吹田で広がるボッチャの輪

2020年7～9月、いよいよ東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会（以下、東京2020大会）が開催されます。大
会のボランティア活動には、20万件を超える応募があり、
スポーツへの参加・観戦を含め、様々な形でスポーツを楽し
んだり、関わる機会になっています。

しかしながら、障がい者スポーツにおいては、この限りで
はありません。自ら情報の取得が困難であったり、活動の場
に行くまでのアクセスの確保が必要になるなど、条件の有

無によって、スポーツへの参加が左右されてしまい、ハー
ド・ソフト両面から、とてもバリアフリーとは言えない現
状があります。

このようなことから、本特集では東京2020大会を4か
月後に控えた今、障がい者のスポーツを取り巻く現状を伝
え、誰もがスポーツを楽しめる社会をめざして、どのような
ことが必要なのか、皆さんと考えたいと思います。

参考：スポーツ庁HP「デフリンピック、パラリンピック、スペシャルオリンピックスについて」

障がい者スポーツは、パラリンピック以外にも国際的に様々な大会が行われています。

成り立ち・参加条件・運営など、それぞれに特徴があります。

努
力
し
た
人
す
べ
て
が
勝
利
者

ラリンピックは、主に身体障がい者を対象とした大会であ

るのに対し、知的障がい者を対象とした「スペシャルオリン

ピックス」という大会があります。パラリンピックは世界一を

決めるチャンピオンシップ形式ですが、スペシャルオリンピッ

クスは、知的障がい者（＝アスリート）に日常的なスポーツト

レーニングとその成果発表の場である競技会などを年間通じ

て実施しています。その競技会も、チャンピオンシップのみを

競うのではなく「努力した人すべてが勝利者」と考えているこ

とが特徴です。

スリートたちは、自分たちだけでトレーニング環境をつく

ることが難しいため、ボランティアが事務や運営の役割を担っ

ています。また、可能な限りアスリート一人ひとりの課題にあ

わせてトレーニングを行うことを心がけていますが、ボラン

ティア不足により、十分な対応ができていません。

ペシャルオリンピックス日本・大阪 事務局長の井上幹一さ

んは「アスリートは日々のトレーニングに参加し、様々な人との関わり

を通して成長していき、ボランティアは知的障がい者のことを知り、理

解する機会になっています」と話します。この活動を通して、知的障がい

者の自立や社会参加を応援することだけでなく、社会の中で知的障がい

者に対する理解を深め、誰もが暮らしやすい社会をつくることもこの活

動の大きな目標です。

パ

ア

ス

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

聴覚障がい 肢体不、切断、
脳性麻痺、視覚 等

身体障がい
知的障がい

デフリンピック パラリンピック スペシャルオリンピックス名　称

運　営

対　象

特　徴

●競技ごとに障がいの種類や
　程度に応じてクラス分けをし、
　クラスごとにメダルを授与する

●スタートの音や審判の声による
　合図を視覚的に工夫する以外は、
　オリンピックと同じルール
●障がい当事者が運営している

●知的障がい者に、様々なスポーツ
　トレーニングと、その成果の発表
　の場を提供
●記録ではなく、日常的・継続的な
　スポーツ活動を通じて、自己を成
　長させることを重視

国際ろう者スポーツ委員会 国際パラリンピック委員会 スペシャルオリンピックス

2019年スペシャルオリンピックス
夏季ワールドゲームアブダビ開会式
選手入場の様子


	30.p1-p4_表(外側)200219
	30.p1-p4_表(内側)

